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広報かたしな H14. 6

平成14年３月31日末現在の片品村の財政事情は、次表のとおりとなっております。
今後、皆様の行財政に関するご協力をお願いいたします。
なお、本掲載は「片品村財政事情書の作成及び公表に関する条例」に基づく掲載のため、速報数値であり、

監査等承認手続未了の数値であります。

歳入歳出予算の執行状況（13年10月～14年３月）

平成13年度の
財政事情をお知らせします

１．一般会計
（１）歳　入

（２）歳　出

（単位:千円）

（単位:千円）

款　　　　　　　　別
1
2
3
4
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

村　　　　　　　　　　　　　　税
地　　方　　譲　　与　　税
利　　子　　割　　交　　付　　金
地　方　消　費　税　交　付　金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地　方　特　例　交　付　金
地　　方　　交　　付　　税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分　担　金　及　び　負　担　金
使　用　料　及　び　手　数　料
国　　庫　　支　　出　　金
県　　　　支　　　　出　　　　金
財　　　　産　　　　収　　　　入
寄　　　　　　附　　　　　　金
繰　　　　　　入　　　　　　金
繰　　　　　　越　　　　　　金
諸　　　　　　収　　　　　　入
村　　　　　　　　　　　　　　債
合　　　　　　　　　　　　　　計

660 , 1 2 6
7 4 , 1 9 8
1 9 , 7 5 5
5 8 , 9 9 5
4 8 , 0 9 2
7 , 2 2 6
9 , 9 0 0

2 , 2 4 5 , 5 0 4
1 , 7 6 2
9 1 , 1 6 6
2 8 , 9 2 6
8 2 , 0 9 6
2 0 4 , 5 9 4
1 9 , 9 8 2
6 , 5 8 9

3 1 9 , 5 4 3
1 5 0 , 0 1 6
3 5 6 , 4 7 2
3 3 7 , 2 5 5

4 , 7 2 2 , 1 9 7

6 6 6 , 0 1 9
7 4 , 1 9 8
1 9 , 7 5 5
5 8 , 9 9 5
4 8 , 0 9 2
7 , 2 2 6
9 , 9 0 0

2 , 2 4 5 , 5 0 4
1 , 7 6 2
8 5 , 0 5 0
2 6 , 0 6 3
8 3 , 1 8 1
1 1 6 , 2 9 5
2 1 , 2 5 4
6 , 5 8 9

3 1 9 , 5 4 3
1 5 0 , 0 1 6
2 7 1 , 7 6 8

0
4 , 2 1 1 , 2 1 0

1 0 0 . 9
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
9 3 . 3
9 0 . 1
1 0 1 . 3
5 6 . 8
1 0 6 . 4
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0
7 6 . 2
0 . 0
8 9 . 2

予　　算　　額 現 年 度 収 入 額 収　　納　　率

款　　　　　　　　別
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出
予 備 費
合 計

99 , 7 0 7
8 3 0 , 7 5 2
7 0 8 , 6 4 6
3 5 3 , 7 1 0

9 2
5 6 1 , 5 9 9
1 5 7 , 9 3 9
3 6 6 , 1 7 3
1 4 8 , 5 3 0
4 8 4 , 6 2 7

5 4 6
7 7 2 , 9 5 0
2 3 4 , 9 2 6
2 , 0 0 0

4 , 7 2 2 , 1 9 7

9 8 , 8 4 0
6 6 5 , 7 0 9
6 8 4 , 6 8 0
3 4 3 , 3 5 2

8 0
4 5 2 , 7 5 1
1 5 1 , 3 0 2
3 3 0 , 9 2 1
1 4 6 , 2 1 3
4 4 2 , 0 7 8

4 4 6
6 8 1 , 3 4 9
2 3 4 , 9 2 5

0
4 , 2 3 2 , 6 4 6

9 9 . 1
8 0 . 1
9 6 . 6
9 7 . 1
8 7 . 0
8 0 . 6
9 5 . 8
9 0 . 4
9 8 . 4
9 1 . 2
8 1 . 7
8 8 . 1
1 0 0 . 0
0 . 0
8 9 . 6

予　　算　　額 現 年 度 支 出 額 執　　行　　率

（平成14年３月末現在）
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２．特別会計
（単位:千円）

会　　　計　　　名

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道
農業集落排水事業
下 水 道 事 業
介 護 保 険

683 , 8 2 0
6 0 9 , 0 0 2
1 6 3 , 6 0 0
4 0 4 , 0 7 3
3 4 2 , 0 0 2
2 3 6 , 8 1 6

歳　　入 歳　　出 歳　　入 歳　　出
683 , 8 2 0
6 0 9 , 0 0 2
1 6 3 , 6 0 0
4 0 4 , 0 7 3
3 4 2 , 0 0 2
2 3 6 , 8 1 6

6 1 2 , 7 5 0
5 7 4 , 3 7 6
1 4 5 , 0 8 9
3 2 0 , 1 6 2
1 3 8 , 0 9 8
2 5 9 , 7 8 5

5 6 9 , 6 5 8
4 9 8 , 2 2 9
1 5 1 , 0 3 7
3 6 5 , 4 1 5
2 6 9 , 3 6 0
2 1 1 , 3 9 4

8 3 . 3
8 1 . 8
9 2 . 3
9 0 . 4
7 8 . 8
8 9 . 3

予　　算　　額 現 年 度 収 支 額
執　行　率

会　計　名

観 光 施 設 事 業

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

598 , 3 0 8
5 5 2 , 1 8 3
1 1 4 , 0 0 0
2 1 1 , 0 5 8

5 8 2 , 9 8 3
5 1 5 , 2 9 7
1 1 4 , 0 0 0
2 1 1 , 0 5 6

9 7 . 4
9 3 . 3
1 0 0 . 0
1 0 0 . 0

項　　　目 予　算　額 現 年 度 収 支 額 執　行　率

３．出資による権利 （単位:千円）
区　　　　　　　　　　分

農　業　信　用　基　金　協　会

信 用 保 証 協 会 出 え ん 金

片 　 品 　 村 　 森 　 林 　 組 　 合

群 　 馬 　 県 　 造 　 林 　 公 　 社

群 　 馬 　 県 　 椎 　 茸 　 農 　 協

群 　 馬 　 県 　 木 　 炭 　 協 　 会

群馬県青果物生産出荷安定基金

群 馬 県 労 働 者 信 用 基 金 協 会

群 馬 県 農 業 後 継 者 育 成 基 金

群馬県畜産物価格安定基金協会

群 馬 県 ス ポ － ツ 振 興 事 業 団

武　尊　山　観　光　開　発　㈱

尾　瀬　高　原　リ　ゾ　－　ト　㈱

群 馬 県 健 康 づ く り 財 団

ぐ　ん　ま　腎　臓　バ　ン　ク

ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金

群 馬 県 長 寿 社 会 づ く り 財 団

� 群 馬 県 工 業 技 術 振 興 基 金

� 群 馬 県 養 蚕 振 興 基 金

群 　 馬 　 県 　 消 　 防 　 協 　 会

� 　 尾 　 瀬 　 保 　 護 　 財 　 団

�群馬県家畜畜産物衛生指導協会

片 品 村 振 興 公 社 株 式 会 社

合　　　　　　　　　　　　　　　計

1 , 8 9 0

5 , 0 0 0

2 , 0 0 0

1 0 0

1

4 3

3 0

1 6 7

7 1 8

1 4 0

3 0 5

1 9 , 7 0 0

5 , 0 0 0

2 1

7 6

7 4 , 2 2 5

2 0 3

3 8

2 6 1

7 8 1

1 5 , 0 0 0

1 0

8 , 5 0 0

1 3 4 , 2 0 9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1 , 8 9 0

5 , 0 0 0

2 , 0 0 0

1 0 0

1

4 3

3 0

1 6 7

7 1 8

1 4 0

3 05

1 9 , 7 0 0

5 , 0 0 0

2 1

7 6

7 4 , 2 2 5

2 0 3

3 8

2 6 1

7 8 1

1 5 , 0 0 0

1 0

8 , 5 0 0

1 3 4 , 2 0 9

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高
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４．基　金

（１）財政調整基金
区　　　　　　　 分

現　　　　　　　 金 411 , 7 3 7

前 期 末 現 在 高

168 , 8 7 3

今 期 増 減 高

580 , 6 1 0

今 期 末 現 在 高

（平成14年３月末現在）

（単位：千円）

（２）土地開発基金
区　　　　　　　 分

現　　　　　 金 453 , 5 0 8

前 期 末 現 在 高

8 , 7 4 2

今 期 増 減 高

462 , 2 5 0

今 期 末 現 在 高

（３）奨学基金
区　　　　　 分

現　　　　　　　 金 8 , 0 5 3

前 期 末 現 在 高

△3 , 4 3 9

今 期 増 減 高

4 , 6 1 4

今 期 末 現 在 高

（４）地域づくり特別事業基金
区　　　 分

現　　　 金 101 , 3 6 0

前 期 末 現 在 高

△35 , 0 0 0

今 期 増 減 高

66 , 3 6 0

今 期 末 現 在 高

（５）減債基金
区　　　　　　 分

現　　　　 金 50 , 7 8 2

前 期 末 現 在 高

0

今 期 増 減 高

50 , 7 8 2

今 期 末 現 在 高

（６）福祉基金
区　　　　　　　 分

現　　　 金 137 , 0 0 0

前 期 末 現 在 高

0

今 期 増 減 高

137 , 0 0 0

今 期 末 現 在 高

（７）ふるさと農村活性化基金
区　　　 分

現　　　　　　 金 10 , 1 3 2

前 期 末 現 在 高

16

今 期 増 減 高

10 , 1 4 8

今 期 末 現 在 高

地方債及び一時借入金の状況
（単位:千円）（平成14年３月末現在）

区 分
地 方 債
一 時 借 入 金
合 計

3 , 7 2 7 , 7 9 0
0

3 , 7 2 7 , 7 9 0

前 期 末 現 在 高
△302 , 5 3 6

0
△302 , 5 3 6

今 期 増 減 高
3 , 4 2 5 , 2 5 4

0
3 , 4 2 5 , 2 5 4

今 期 末 現 在 高



村有財産の保有状況

１.土地及び建物 （単位:㎡）

（単位:台）

（平成14年３月末現在）

２.物　品

区　　　　　分

7,999
1,142
26,564
88,600
1,978
50,170
60,136

3,995,907
438,260
563,883

5,234,639

0
0
0
0
0
0

3,217
0
0

4,318
7,535

7,999
1,142
26,564
88,600
1,978
50,170
63,353

3,995,907
438,260
568,201

5,242,174

1,998
499

21,386
20,657
1,652

0
8,215

0
0
0

54,407

0
0
0
0
0
0

489
0
0
0

489

1,998
499

21,386
20,657
1,652

0
8,704

0
0
0

54,896

前　期　末
現　在　高

今　期
増減高

今　期　末
現　在　高

前期末
現在高

今　期
増減高

今期末
現在高

土　　　地（地積）

本 庁 舎

山 林
原 野
そ の 他
合 計

警察（消防）施設
そ の 他 施 設
学 校
公 営 住 宅
公 園
そ の 他 の 施 設

その他
の行政
機　関

公共用
財　産

建　　物（延面積）

区　　　　　　　　　　分
乗 用 車
小 型 貨 物 、 バ ン
バ ス 、 マ イ ク ロ
軽 四 輪 乗 用 貨 物
消 防 車
小 型 ダ ン プ
ブ ル ト － ザ －
身 障 者 用 特 殊 車 両
合　　　　　　　　　　　　　　　計

26
9
3
7
30
1
8
4
88

－2
1
0
1
0
0
0
0
0

24
10
3
8
30
1
8
4
88

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高
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悪
質
・
危
険
な
運
転
の
罰
則
が
強

化
さ
れ
ま
す
。

主
な
罰
則
等
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

酒
酔
い
運
転

罰
則
　
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
５

０
万
円
以
下
の
罰
金

違
反
点
数
　
２
５
点

酒
気
帯
び
運
転

罰
則
　
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
３

０
万
円
以
下
の
罰
金

違
反
点
数
　

体
内
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
呼
気

１
㍑
中
０
・
２
５
㎎
以
上
１
３
点

１
㍑
中
０
・
１
５
㎎
〜
０
・
２
５
㎎

未
満
　
６
点

無
免
許
運
転

罰
則
　
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
３

０
万
円
以
下
の
罰
金

違
反
点
数
　
１
９
点

共
同
危
険
行
為
等
禁
止
違
反

罰
則
　
２
年
以
下
の
懲
役
又
は
５

０
万
円
以
下
の
罰
金

違
反
点
数
　
２
５
点

皆
さ
ん
車
に
乗
る
と
き
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
し
ま
せ
ん
よ
う
安
全
運
転
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

四
月
か
ら
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
「
緑
の
募
金
」
に
つ
き
ま
し
て
は

村
内
に
お
い
て
一
　
五
七
七
件
、
一

八
万
一
千
三
百
五
十
円
（
目
標
達
成

率
ニ
〇
四
％
、
前
年
度
比
一
〇
三
％
）

の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
学

校
等
公
共
施
設
の
緑
化
を
は
じ
め
、

緑
の
少
年
団
の
育
成
、
森
林
教
室
等

の
バ
ス
運
行
、
緑
の
国
際
協
力
な

ど
多
く
の
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。片

品
村
に
お
い
て
は
、
片
品
北

小
へ
緑
化
木
の
配
付
、
各
小
学
校

の
緑
の
少
年
団
の
活
動
費
、
森
林

教
室
等
開
催
に
伴
う
経
費
補
助
な
ど

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郷
土
を
緑
化
し
、
緑
の
普
及
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
今
後
と
も
「
緑

の
募
金
」
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
一
部

変
わ
り
ま
し
た

緑
の
募
金

’
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財
政
悪
化
、
少
子
高
齢
化
、
地
方

分
権
の
到
来
な
ど
に
よ
っ
て
、
よ
り

的
確
な
対
応
、
効
率
化
な
ど
が
市
町

村
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

様
々
な
課
題
に
対
応
し
つ
つ
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
一
定
規
模
以
上
の
市
町
村
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
町
村
合
併
の
推
進
は
、
平
成
十

二
年
十
二
月
に
、
政
府
の
行
政
改
革

大
綱
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
る
な

ど
、
国
家
的
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
・

理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に

伴
い
、
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
、

高
度
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
専
門
的
で
高
度
な
能
力

を
有
す
る
職
員
の
育
成
・
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
が
増
大
し
て
い
ま

す
。

特
に
高
齢
者
の
多
い
市
町
村
で
は
、

財
政
的
な
負
担
や
高
齢
者
を
支
え
る

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
末
の
国
及
び
地
方

の
長
期
債
務
残
高
が
６
６
６
兆
円

（
内
地
方
分
が
１
８
８
兆
円
）
と
な

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
地
方

交
付
税
の
減
額
や
景
気
低
迷
と
人
口

減
少
な
ど
か
ら
、
税
収
の
伸
び
悩
み

は
今
後
も
避
け
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま

せ
ん
。

一
方
、
自
治
体
と
し
て
の
市
町
村

の
役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す
増
大

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
的

確
に
応
え
る
た
め
に
は
、
効
率
化
と

行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

交
通
網
の
発
達
等
で
生
活
圏
が
拡

大
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
て
行
政
も
広

域
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

都
市
近
郊
で
は
市
町
村
の
区
域
を
越

え
て
市
街
地
が
続
い
て
お
り
、
広
い

観
点
か
ら
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

地
方
分
権
は
、
住
民
に
身
近
な
行

政
の
権
限
を
で
き
る
限
り
国
か
ら
県

や
市
町
村
へ
移
し
、
地
域
の
創
意
工

夫
に
よ
る
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
仕
組
で
す
。
つ
ま
り
、
市
町

村
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て

決
定
し
実
施
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
方

自
治
体
が
地
方
分
権
を
受
け
止
め
る

た
め
に
は
、
個
々
の
市
町
村
が
自
立

し
、
地
方
行
政
の
中
心
を
担
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報かたしな H14. 6

片品村は、明治22年、市町村制の施行に伴い、連合戸長、須賀川組と越本組の12村が合併
し片品村となった。昭和20年代後半から30年代前半にかけて行われた市町村合併については、
人口も8,000人を超え、交付税が不交付団体になるなど、財政的にも恵まれていたため行なわ
れなかった。
しかし今、全国的な規模で市町村合併の議論が進みつつあります。
政府は「市町村合併特例法」を定め、市町村合併の支援体制を整備しています。また、群馬

県も「これからの広域行政」と題した市町村合併推進要綱を策定しました。合併特例法の期限
（平成17年３月31日）が迫る中、今回、村民の皆さんと共に考え、理解を深めて頂く為に、シ
リーズでお知らせします。

（
１
）
国
が
合
併
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
背
景

①
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応

②
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

③
市
町
村
の
行
財
政
基
盤
の
強
化

⑤
地
方
分
権
の
推
進

④
生
活
圏
の
広
域
化
へ
の
対
応

今
、
な
ぜ
合
併
が

話
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
？
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広報かたしな H14. 6

住民の皆さんと一緒に判断していくためには…
市町村合併は、住民の皆さんの考え方を十分踏まえた上で、関係（隣接等）する市町村が

協議しながら判断していくことが大切です。

情報の提供

住民の皆さんに、積極的に判断材料を提供していく必要があります。

・市町村の現状、行政サービスの内容、財政の状況、地域の課題

・市町村合併に関する国や県の考え方や動きなど

研究・検討

市町村合併についての研究や検討をして、具体的な姿を描いていく

必要があります。

・市町村合併の必要性

・地域の将来像、方向性（具体的なビジョン）

・具体的なメリット・デメリット

・行政サービスの内容の比較など

コミュニケーション

住民の皆さんと十分なコミュニケーションを図る必要が

あります。

・住民の皆さんの参加

・住民の皆さんの考え方の把握

・住民の皆さんの意見の反映　など

Question１　国では、市町村合併を推進していますが、なぜ合併が必要なのですか。

Answer１
地方分権が実行段階を迎えた今日、基礎的自治体であり住民に身近な総合行政サービス主体である市町村

は、自らの責任において少子高齢化や環境問題など、多様化・高度化するとともに広域化する行政課題に的
確に対応していくことが求められています。
国・地方を通じて財政状況が危機的状況にある中で、こうした課題に応えていくためには、ある程度の規

模が必要であると言われています。
昭和の大合併では、最低人口8,000人を目標として合併が行われましたが、その後約40年以上を経過し、

市町村の行うべき事務は飛躍的に増大したにもかかわらず、人口8,000人未満の町村は、全体の約４割にも
上っています。
そこで、国は市町村合併を推進することにより、市町村の行財政基盤の強化や行政の効率化を図ることに

より､こうした課題に対応できる体制を整備しようとしています。
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去
る
四
月
十
四
日
に
安
中
市
の
県

営
ク
レ
ー
射
撃
場
に
て
、
平
成
十
四

年
度
利
根
沼
田
射
撃
大
会
が
開
催
さ

れ
、
片
品
村
猟
友
会
の
選
抜
選
手
十

六
名
が
参
加
し
、
二
種
目
に
お
い
て
、

み
ご
と
優
勝
・
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
利
根
沼
田
地
区
の

選
抜
選
手
が
集
ま
り
、
ト
ラ
ッ
プ
・

ス
キ
ー
ト
の
２
種
目
に
お
い
て
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
競
技
の
み
な
ら
ず

銃
器
の
取
扱
い
に
お
け
る
遵
守
動
作

を
再
確
認
し
、
事
故
防
止
を
図
る
も

の
で
す
。
成
績
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。今

後
益
々
の
片
品
村
猟
友
会
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

記

一
、
団
体
戦

（
一
）ト
ラ
ッ
プ
の
部

優
　
勝

片
品
Ｂ
チ
ー
ム

千
明
喜
久
、
倉
田
勝
、
星
野

吉
弥
、
小
林
梅
雄

（
二
）ス
キ
ー
ト
の
部

準
優
勝

片
品
Ａ
チ
ー
ム

入
澤
一
夫
、
北
島
秀
晴
、
萩
原

雄
二
、
吉
野
耕
治

二
、
個
人
戦

（
一
）ト
ラ
ッ
プ
の
部

ア
　
優
　
勝

倉
田
　
　
博

イ
　
努
力
賞

千
明
　
喜
久

（
二
）ス
キ
ー
ト
の
部

ア
　
準
優
勝

入
澤
　
一
夫

イ
　
敢
闘
賞

佐
藤
　
晴
夫

三
、
選
手
権
者
賞

（
一
）ト
ラ
ッ
プ
の
部

倉
田
　
　
博

（
二
）ス
キ
ー
ト
の
部

萩
原
　
雄
二

去
る
五
月
十
二
日
（
日
）
片
中
体

育
館
に
お
い
て
、
第
三
十
七
回
婦
人

会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
員
の

体
力
の
増
進
と
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
本
大
会
は
、

春
と
秋
の
年
二
回
行
わ
れ
、
春
季
大

会
は
区
対
抗
と
な
っ
て
お
り
、
各
支

部
か
ら
合
計
二
十
九
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
ど
の
コ
ー
ト
で
も
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
し
た
。

選
手
・
役
員
の
皆
様
は
朝
早
く
か

ら
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

○
優
　
勝
…
八
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
八
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
六
支
部
Ｄ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
五
支
部
Ｄ
チ
ー
ム

敗
者
復
活
戦
（
二
部
大
会
）

○
優
　
勝
…
一
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
六
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
四
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
三
支
部
Ａ
チ
ー
ム

五
月
十
二
日
（
日
）
片
品
中
学
校

校
庭
に
お
い
て
、
第
二
十
八
回
区
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

第
　
五
　
区

準
優
勝

第
　
三
　
区

第
三
位

第
　
四
　
区

〃
　

第
　
八
　
区

（
二
部
大
会
）

優
　
勝

第
　
一
　
区

準
優
勝

第
　
二
　
区

優
秀
選
手
賞

入
澤
登
喜
夫
　
五
区

敢
闘
選
手
賞

星
野
　
和
雄
　
三
区

最
後
に
、
大
会
運
営
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
並
び
に
選
手

の
皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

広報かたしな H14. 6

右
の
写
真
は
優
勝
し
た
八
支
部
Ｂ

チ
ー
ム

第
二
十
八
回

区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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五
月
二
十
六
日
（
日
）
県
立
敷
島

公
園
陸
上
競
技
場
（
前
橋
市
）
を
中

心
に
第
十
九
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ

祭
と
し
て
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ

る
各
種
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

る
大
会
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
県
内
の
各
市

町
村
か
ら
参
加
し
た
約
二
万
人
の
選

手
、
役
員
が
競
技
及
び
応
援
で
ス

ポ
ー
ツ
祭
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
は
千
メ
ー
ト
ル
リ
レ

ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
綱
引
き
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
七
種
目

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
片
品

村
も
全
種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

片
品
村
選
手
団
の
成
績
は
種
目
別

で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
優
勝
、
綱
引

き
準
優
勝
、
千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

第
三
位
、
村
の
部
総
合
第
三
位
と

い
う
活
躍
で
し
た
。

選
手
、
役
員
、
応
援
の
皆
さ
ん
早

朝
よ
り
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

片
品
村
遭
難
対
策
救
助
隊
で

は
、
去
る
五
月
十
五
日
（
水
）
に

尾
瀬
ロ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
山
小
屋

組
合
の
方
を
対
象
と
し
て
、
救
急

法
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
尾
瀬
で
木
道
の

踏
み
外
し
や
転
倒
等
で
怪
我
を
さ

れ
る
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、

尾
瀬
の
水
芭
蕉
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

の
前
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
山
の
鼻
地
区
周
辺
の

山
小
屋
の
方
約
二
十
名
の
参
加
の

も
と
、
救
助
隊
員
か
ら
三
角
巾
や

キ
ネ
シ
オ
テ
ー
プ
を
使
用
し
た
救

急
法
の
研
修
が
実
施
さ
れ
、
参
加

さ
れ
た
方
は
皆
さ
ん
熱
心
に
受
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

尾
瀬
も
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
多
く
の
ハ
イ
カ

ー
で
賑
わ
い
ま
す
が
、
今
年
一
年

間
の
ハ
イ
カ
ー
の
皆
様
の
安
全
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
利
根
沼
田
支
部
消

防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
、
六
月
二

日
（
日
）
沼
田
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第

三
分
団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
第

八
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
で
第
八
分
団
が
六
位
に

入
賞
、
第
三
分
団
は
、
小
差
で
入
賞

を
逃
し
ま
し
た
。
出
場
さ
れ
た
選
手

の
皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
第
三
分
団
）

指
揮
者
　
今
　
泉
　
悦
　
司

一
番
員
　
永
　
井
　
幸
　
男

二
番
員
　
今
　
井
　
一
　
文

三
番
員
　
藤
　
井
　
敏
　
博

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
第
八
分
団
）

指
揮
者
　
須
　
藤
　
諭
　
史

一
番
員
　
渡
　
辺
　
秀
　
樹

二
番
員
　
千
　
明
　
秀
　
和

三
番
員
　
小
　
林
　
登
志
喜

四
番
員
　
小
　
柳
　
勝
　
治

広報かたしな H14. 6

草
木
の
伸
び
る
時
期
と
な
り
ま
す

が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
草
や
木
の
枝

で
、
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
権
者
の
許

可
を
得
て
除
伐
や
草
刈
を
お
願
い
し

ま
す
。
又
、
汚
れ
等
あ
り
ま
し
た
ら

清
掃
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
日
、
東
小
川
会
の
方
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
勝
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

第
十
九
回

第
十
九
回

第
十
九
回

第
十
九
回

第
十
九
回

第
十
九
回

第
十
九
回

第
十
九
回

第
十
九
回

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
入
賞



五
月
七
日
（
火
）
か
ら
「
親
子
英

語
教
室
」
を
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
メ
ア
リ
ー
さ

ん
。
小
学
校
一
年
生
か
ら
五
年
生
と

そ
の
保
護
者
11
組
の
参
加
で
学
習
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
低
学
年
の

子
ど
も
が
多
く
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。挨

拶
練
習
、
１
〜
12
ま
で
の
数
字
、

色
、
動
物
、
食
べ
物
な
ど
を
ゲ
ー
ム

を
す
る
中
で
、
楽
し
く
学
習
を
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
汗
を
か
き
、
体
を
使
っ
て
英
語

を
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
メ
ア
リ
ー

さ
ん
の
問
い
か
け
に
子
ど
も
達
は
す

ぐ
に
反
応
し
、
数
字
の
カ
ー
ド
や
色

の
カ
ー
ド
を
元
気
に
と
り
あ
っ
て
い

ま
し
た
。

メ
ア
リ
ー
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

５
月
21
日
、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
平
成
14
年
度
の
寿
大
学

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
昨
年
度
よ
り
約
十
名
多
く
の
学
級

生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

倉
田
学
級
長
は
、
挨
拶
の
中
で

「
80
歳
を
過
ぎ
て
も
元
気
に
活
動
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
、
心
と
体
を
鍛

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
精

勤
賞
が
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
学
習
し
て
い
き
た
い
。」
と
生
涯

学
習
の
大
切
さ
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

開
講
式
に
引
き
続
い
て
の
フ
ィ
ル

ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
ワ
シ
ン
ト

ン
ポ
ス
ト
・
マ
ー
チ
」
を
み
ま
し
た
。

障
害
者
を
も
つ
人
の
人
権
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

今
後
の
寿
大
学
は
、
６
月
「
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
」、
７
月
「
マ
フ
ラ
ー

作
り
」、
９
月
「
陶
芸
教
室
」、
10
月

「
村
の
文
化
財
巡
り
」、
11
月
「
村
民

教
養
講
座
」、
12
月
「
八
木
節
公

演
・
閉
講
式
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

７月７月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
寿
大
学
「
創
作
活
動
」

・
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

「
ゴ
ル
フ
教
室
」

・
か
た
し
な
ガ
キ
大
将
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

「
お
も
し
ろ
科
学
教
室
」

「
木
工
教
室
」

・
第
四
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
少
年
の
主
張
（
中
高
生
）

☆
社
会
体
育
関
係

・
体
協
会
長
杯
Ｇ
Ｂ
大
会

・
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
婦
人
会
関
係

・
郡
婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

・
郡
民
踊
講
習
会

☆
ス
ポ
少
関
係

・
ス
ポ
少
球
技
大
会

☆
青
少
推
関
係

・
健
全
育
成
地
区
別
懇
談
会

☆
学
校
関
係

◇
一
学
期
終
業
式

◇
小
学
校

銚
子
市
明
神
小
と
の
交
歓
会

◇
片
小

・
避
難
訓
練
、
集
団
下
校

・
授
業
参
観
（
低
学
年
）

・
授
業
参
観
（
高
学
年
）

・
学
校
保
健
委
員
会

・
尾
瀬
学
習

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
水
泳
教
室
、
心
肺
蘇
生

法
講
習
会

◇
北
小

・
尾
瀬
学
習
発
表
会

・
ス
ポ
少
旅
行

◇
武
小

・
桜
花
苑
交
流
会

・
尾
瀬
学
習

◇
片
中

・
学
校
保
健
委
員
会

・
郡
中
体
連

・
学
校
一
日
開
放
日

・
全
校
登
校
日

・
県
中
体
連

30
日

14
日

６
日

23
日

下
旬

10
日

５
日

未
定

11
日

18
日

７
日

１
日
〜
４
日

19
日

24
日
〜
26
日

１
日

３
日

４
日

８
日

10
日

13
日

11
日

20
・
21
日

９
日

16
日

３
日

13
日
・
20
日
・
21
日

15
日

29
日

30
日
〜

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。
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生涯学習コーナー

寿
大
学
始
ま
る

宝さがし in 片品
ふれあいバザールを開催します
日　時 7月7日（日）10時から15時

場　所 花の谷公園と役場駐車場周辺

主　催 エンジョイネットワーク片品

後　援 片品村・片品村イベント委員会

協　賛 片品村商工会・片品農協

水資源開発公団戸倉ダム建設所

第1
0回

なでしこの会からのお知らせ

生 き が い 作 り 活 動
籐細工で籠を作ろう

日　時 平成14年７月17日（水）９時30分より
場　所 高齢者自立支援センター（旧菊池医院）
材料費 1,000円　　　会員無料

ふれあいサロンを開きます
暇な人　忙しい人　高齢者　誰でも大歓迎

毎月第３水曜日午後１時より４時まで 8月はお休み
７月17日　９月18日　10月16日　11月20日
ボランティアさんも募集中

おちゃ　のみにきらっしゃい

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
四
年
五
月
俳
句
会

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

水
の
白
ひ
土
の
匂
ひ
や
水
芭
蕉

魅
せ
ら
れ
て
又
訪
ね
来
し
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

花
季
す
ぎ
て
輝
く
大
葉
水
芭
蕉

一
生
を
山
ふ
と
こ
ろ
に
水
芭
蕉

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

水
芭
蕉
帰
路
の
車
窓
に
奥
白
根

清
ら
か
な
水
の
楽
譜
や
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

水
芭
蕉
一
会
の
人
の
国
な
ま
り

小
流
れ
に
寄
り
添
ひ
て
咲
く
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

幼
な
子
が
そ
っ
と
撫
で
い
る
水
芭
蕉

白
衣
着
て
天
使
の
如
く
水
芭
蕉

沼
田
市
　
　
田
川
　
江
道

水
芭
蕉
見
て
小
流
れ
に
手
を
浸
す

沢
水
の
高
鳴
る
あ
た
り
ブ
ナ
芽
吹
く

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

水
芭
蕉
木
も
れ
日
も
ら
い
背
く
ら
べ

水
芭
蕉
招
き
た
る
友
今
病
め
る

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

指
さ
し
て
見
惚
る
笑
顔
や
水
芭
蕉

蝶
二
つ
水
芭
蕉
の
中
舞
踏
会

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

山
里
の
村
の
シ
ン
ボ
ル
水
芭
蕉

水
芭
蕉
白
衣
を
ゆ
す
り
風
通
る

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

白
冴
え
て
芭
蕉
の
里
の
花
明
り

一
谷
を
う
め
て
妙
な
る
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

木
漏
れ
日
に
向
ま
ち
ま
ち
に
水
芭
蕉

踏
み
入
り
て
水
の
く
ら
さ
や
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

沢
に
咲
く
少
女
ば
か
ま
や
紅
一
点

道
中
は
新
緑
に
か
こ
ま
れ
小
鳥
な
く

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

高
原
の
新
緑
ゆ
す
る
水
芭
蕉

客
誘
う
茶
髪
の
娘
仮
設
店

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

葱
坊
主
鬼
住
む
山
に
拳
あ
げ

落
石
の
注
意
書
き
道
に
木
の
芽
風

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

水
芭
蕉
ゆ
ら
ぐ
水
面
の
か
ぎ
ろ
へ
り

水
芭
蕉
匂
ふ
如
く
の
白
さ
か
な

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

大
自
然
花
の
ト
ン
ネ
ル
風
光
る

華
や
か
で
せ
せ
ら
ぎ
光
り
水
芭
蕉

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

遠
白
根
ふ
も
と
芭
蕉
地
天
展
け

水
芭
蕉
わ
き
に
小
さ
く
咲
く
す
み
れ

俳
句
の
話

俳
句
は
一
人
で
も
、
仲
間
と
で
も

自
由
に
作
れ
て
楽
し
め
ま
す
。
又
時

折
り
の
日
記
の
よ
う
に
、
思
い
出
が

残
り
ま
す
。
気
軽
に
五
七
五
と
言
葉

を
綴
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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い
ま
す
。

通
知
さ
れ
た
後
に
支
払
額
の
変
更

や
介
護
保
険
料
額
の
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
「
年
金

振
込
通
知
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
。
尚
、

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収

さ
れ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
の
年
金

を
受
け
て
い
る
人
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
人
は
年
金
か
ら
特
別
徴
収
は
さ

れ
ま
せ
ん
。

・
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
人

・
老
齢
厚
生
年
金
と
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
て
年
金
額
が
年
間
十

八
万
円
未
満
の
人

年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、
毎
年

六
月
に
な
る
と
社
会
保
険
庁
か
ら

「
年
金
振
込
通
知
書
」（
支
払
通
知
書
）

が
送
ら
れ
ま
す
。

こ
の
通
知
書
に
は
、
六
月
期
か
ら

翌
年
四
月
期
ま
で
の
一
年
間
に
支
払

わ
れ
る
年
金
額
、
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
る
介
護
保
険
料
額
、
源
泉
徴

収
さ
れ
る
所
得
税
額
が
記
載
さ
れ
て

・
複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
金
額
が
年
間
十
八
万

円
未
満
の
人

＊
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

社
会
保
険
事
務
所
又
は
村
役
場
国
民

年
金
係
へ
、
又
、
介
護
保
険
料
に
関

す
る
お
問
い
合
せ
は
、
村
役
場
の
介

護
保
険
担
当
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

・
社
会
保
険
事
務
所

1
〇
二
七
九
―
二
二
―
一
六
一
一

Part.20

JUNE

I am 私は　　　　She is 彼女は

You are あなたは　　He is 彼は

interesting おもしろい　　energetic 元気な

smart かしこい　　　　　 silly ばかげた

athletic 運動か　　　　　 lazy たいだな

young 若い　　　　　　　 old 年とった

tall せが高い　　　　　　　short せが低い

beautiful 美しい　　　　 handsome ハンサムな

6月

年
金
振
込
通
知
書
が

送
ら
れ
ま
す

年
金
広
報

年
金
広
報
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★
学
生
や
仕
事
の
都
合
で
個
別
の

保
険
証
が
ほ
し
い
と
き

学
生
や
仕
事
の
都
合
で
遠
く
へ
行

っ
て
い
る
人
で
、
次
に
該
当
す
る
場

合
は
個
別
の
保
険
証
を
発
行
し
ま
す

・
対
象
と
な
る
人

①
住
所
が
村
外
に
あ
る
修
学
中
の
学

生②
仕
事
の
都
合
で
遠
く
へ
行
っ
て
い

る
人

③
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
人

・
持
参
す
る
も
の

国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
学
生
は

在
学
証
明
書

★
交
通
事
故
で
け
が
を
し
て
国
民

健
康
保
険
を
使
い
た
い
と
き

交
通
事
故
な
ど
で
、
第
三
者
か
ら

被
害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
国
民
健

康
保
険
で
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

警
察
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
と
き
に

は
、
必
ず「
第
三
者
の
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
も
の

国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
交
通
事

故
証
明
書
・
車
検
証
（
写
）
・
自
賠

責
保
険
証（
写
）

詳
し
い
問
い
合
せ
先
は

役
場
保
健
課
ま
で

電
話
　
（
58
）
２
１
１
１

（
内
線
32
）

六
月
一
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
全

国
水
道
週
間
で
す
。

安
全
な
水
の
供
給
は
、
水
道
の
最

も
重
要
な
条
件
で
す
。
水
道
水
は
直

接
人
の
健
康
に
係
わ
る
た
め
常
に
安

全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
水
道
水
に
は
四
六
項

目
の
水
質
基
準
、
ま
た
水
質
基
準
を

補
完
す
る
一
三
項
目
の
快
適
水
質
項

目
と
三
五
項
目
の
監
視
項
目
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

片
品
村
の
水
道
水
は
、
全
て
湧
水

を
利
用
し
て
お
り
、
毎
月
水
質
検
査

を
実
施
し
、
水
質
基
準
は
ク
リ
ア
ー

し
て
い
ま
す
し
、
水
源
等
の
汚
濁
防

止
や
水
質
保
全
の
た
め
に
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。な

お
、
老
朽
化
し
て
い
た
栗
生
簡

易
水
道
の
配
水
池
を
、
平
成
十
三
年

度
事
業
で
県
費
補
助
金
を
い
た
だ
き

建
設
い
た
し
ま
し
た
。
地
権
者
の
鹿

野
朝
治
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
土
地

の
無
償
使
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
配
水
池
の
容
量
は
五
〇

ト
ン
、
水
量
等
の
監
視
装
置
も
備
え

パ
ソ
コ
ン
で
管
理
で
き
る
近
代
的
な

水
道
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
安
全
で
美
味
し
い
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
施
設
管
理
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

運
転
免
許
所
持
者
で
次
の
基
準
に

該
当
す
る
方
は
、
表
彰
を
受
け
る
候

補
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

の
平
成
十
四
年
六
月
三
日
以
降
に
発

行
す
る
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
表
彰
の
種
類
及
び
主
な
受
賞
資
格

各
章
共
通
受
賞
資
格

一
、
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で

原
動
機
付
自
転
車
以
上
の
免

許
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

一
、
過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

一
、
交
通
法
令
以
外
の
法
令
違
反
の

あ
る
方
は
表
彰
か
ら
除
外
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

銅
　
章

一
、
五
年
以
上
自
動
車
の
運
転
に
従

事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・

交
通
違
反
の
な
い
こ
と
。

銀
　
章

一
、
十
年
以
上
自
動
車
の
運
転
に
従

事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・

交
通
違
反
の
な
い
こ
と
。

一
、
銅
賞
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
　
章

一
、
十
五
年
以
上
自
動
車
の
運
転
に

従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事

故
・
交
通
違
反
の
な
い
こ
と
。

一
、
銀
賞
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
銀
章

一
、
二
十
年
以
上
自
動
車
の
運
転
に

従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事

故
・
交
通
違
反
の
な
い
こ
と
。

一
、
金
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
金
章

一
、
三
十
年
以
上
自
動
車
の
運
転
に

従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事

故
・
交
通
違
反
の
な
い
こ
と
。

一
、
金
冠
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

◎
表
彰
の
時
期

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
中
の
予
定

◎
受
付
期
間

平
成
十
四
年
六
月
三
日
か
ら

平
成
十
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

◎
そ
の
他

無
事
故
無
違
反
証
明
を
と
る
に
は

郵
便
振
替
で
申
請
し
て
か
ら
約
二
十

日
間
く
ら
い
か
か
り
ま
す
の
で
余
裕

を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
申
請
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り

ま
す
。

◎
受
付
及
び
問
い
合
せ
先

片
品
村
役
場
　
総
務
課

内
線
17

交
通
担
当
ま
で

広報かたしな H14. 6

優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
の
お
知
ら
せ

水
道
週
間
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の

こ
ん
な
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？

お知らせ�お知らせ�

新しくなった栗生配水池全景
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現
在
、
義
務
教
育
就
学
前
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
て
い
る
児
童
手
当
は
、
所
得
制
限

限
度
額
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
三
年

六
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
支
給
内
容
】

▽
対
象
年
齢

義
務
教
育
就
学
前
（
六
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
ま
で
）

＊
平
成
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま

れ
た
児
童

▽
手
当
額

第
一
子
・
第
二
子
　
月
額
五
千
円

第
三
子
以
降
　
月
額
一
万
円

▽
支
払
時
期

二
月
・
六
月
・
十
月
の
各
十
日

（
金
融
機
関
が
休
み
の
場
合
は
前
日
）

▽
そ
の
他

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
申
請

が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
申
請

は
、
在
住
地
の
市
町
村
窓
口
（
公
務

員
は
勤
務
先
）
へ
。

但
し
所
得
制
限
が
あ
り
所
得
が
一
定

額
以
上
の
方
に
は
、
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
の
期
間
】

▽
新
規
請
求
の
方

所
得
が
限
度
額
以
内
で
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
早
急
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
支
給
開
始
は
申
請

の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。）

▽
現
在
手
当
を
受
給
中
の
方

「
現
況
届
」
を
六
月
三
十
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
は
、
六
月
一
日
に
お
け
る
状

況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分

以
降
の
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

▽
手
続
き
・
問
い
合
せ
先

役
場
住
民
課
児
童
手
当
係

（
内
線
36
）

広報かたしな H14. 6

児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
が

緩
和
さ
れ
ま
す

改　　正　　後
特 例 給 付
4 6 0
4 9 8
5 3 6
5 7 4
6 1 2
6 5 0

3 0 1
3 3 9
3 7 7
4 1 5
4 5 3
4 9 1

児 童 手 当 特 例 給 付
3 6 1
3 9 9
4 3 7
4 7 5
5 1 3
5 5 1

1 7 0
2 0 8
2 4 6
2 8 4
3 2 2
3 6 0

0 人
1 人
2 人
3 人
4 人
5 人

児 童 手 当
改　　正　　前 扶 養 親 族

等 の 数

児童手当所得制限限度額表 （単位：万円）

※老人扶養親族がある場合一人につき６万円を加算。

現
在
、
児
童
手
当
を�

受
け
て
い
ま
す
か
？�

所
得
制
限
限
度
額�

以
内
で
す
か
？�

認定請求�

「現況届」�
6月30日まで�

申請資格無し�

申
請�

資
格�

無
し�

義
務
教
育
就
学
前
児
童
を�

養
育
し
て
い
ま
す
か
？�

は
い�

は
い�

は
い�

い
い
え�

い
い
え�

い
い
え�

�����������������������������������������

※　ホームページ　群馬地連　http://www3.wind.ne.jp/PLO-GUNMA/
□　お問い合せ先

自衛官沼田募集事務所
電話　0278－23－4111

平成14年度自衛官採用試験のお知らせ
防衛庁では、平成14年度各種自衛官の採用試験を次のとおり行います。

2 等 陸 海 空 士

2 等 陸 海 空 士

陸 曹 候 補 士

一 般 曹 候 補 学 生

航 空 学 生

看 護 学 生

防衛大学校学生（一般）

防衛医科大学校学生

自 衛 隊 生 徒

種　　　　目 区分 資　　　　格 受 付 期 間 一 次 試 験

男子

女子

男女

男女

男女

男女

男女

男女

男子

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上24歳未満

高卒（見込）21歳未満

高卒（見込）24歳未満

高卒（見込）21歳未満

高卒（見込）21歳未満

中卒（見込）17歳未満

8 ／ 5 ～ 9 ／ 6

8 ／ 5 ～ 9 ／ 6

8 ／ 5 ～ 9 ／ 6

8 ／ 5 ～ 9 ／ 6

8 ／ 5 ～ 9 ／ 6

9／12～10／11

9／12～10／11

9／12～10／11

11／5～（15年）1／7

9/15,18,19のうち1日

9   ／ 24

9   ／ 14

9   ／ 14

9   ／ 21

10 ／ 22

11／9・10

11 ／ 2・3

（15年）1／11
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将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H13．６．15生）

笠原　学・克江 さん（越本）のお子さん

命名

人口と世帯(平成14年５月１日現在)世帯数 1,791世帯(＋６) 男 3,003人(＋８) 女3,096人(±０) 計6,099人(＋８）

フレッシュ・ヤング No.87

初 菜

将来どんな人になってほしいですか
誰にでも優しく『大

空』のような広い心を
持った子になってほし
いです。あと男の子な
ので、強くたくましく
育ってほしいです。

くん（H13．６．７生）

萩原　厚・真由美 さん（戸倉）のお子さん

命名
大 空

吉野美弥子さ
ん 土出（21才）

お
め
で
た

�

大
竹
　
建
治
　
男
　
康
　
平
　
鎌
　
田

星
野
　
憲
一
　
女
　
未
映
留
　
下
　
平

桑
原
　
　
匠
　
女
　
綾
　
乃
　
築
　
地

柳
　
　
正
司
　
男
　
和
　
輝
　
下
　
平

星
野
　
初
雄
　
女
　
鈴
　
佳
　
摺
　
渕

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
六
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
二
人

○
中
村
比
呂
海

鎌
　
田

保
科
由
香
里

前
橋
市

○
千
明
　
靖
久

東
小
川

千
明
佐
和
子

東
小
川

○
小
池
　
明
彦

下
　
平

横
坂
　
知
香

針
　
山

○
後
藤
　
総
一

東
京
都

須
藤
　
玲
子

東
小
川

○
小
池
　
智
也

下
　
平

児
玉
　
　
香

福
岡
県

矢
島
　
孝
俊

箕
郷
町

○
星
野
美
智
子

花
　
咲

((((((

籾
山
　
恒
夫
　
七
一
歳

越
　
本

星
野
す
も
子
　
九
六
歳
　
土
　
出

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
五
人

四
月
二
十
日
〜
五
月
十
九
日

■両親の名前：靖、美由紀
■職業は何ですか：保育園の代替と旅館の手伝いをし
ています。

■趣味は何ですか：和太鼓とダンスです。和太鼓は、
尾瀬太鼓に所属し今年で９年目です。ダンスは、主
にストリートやHip Hopで、前橋のスタジオまで通
っています。和太鼓もダンスも誰か一緒にやりませ
んか？

■片品をどう思いますか：片品村は、みんなに愛され
ている村だと思います。私は、「片品」という名前
からして好きです。山の子として育ってきたので自
然に囲まれた片品村は私の居場所です。片品は子供
が減ってきているので、今の若い人！子供をたくさ
ん産んで、もっと片品を盛り上げましょう。あと、
片品村の人が話す、“片品弁”最高です！

■好きな異性のタイプ：スポーツが好きな人がいいで
す。あとは、優しくて子供が好きな人が理想です。

そ　 ら

は　 な

よし の み や こ

こ
う
　
へ
い

み

え

る

あ
や
　

の

か
ず
　

き

す
ず
　

か

誰にでも優しく素直
でどんな事も乗り越え
られる人に育ってほし
いです。そして初菜が
幸せである事を願って
います。

14

広報かたしな H14. 6

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

“そら”という名前が
いいと言い出したのは
パパで、女の子ならひ
らがなで、男の子なら
漢字で、という所まで
は決めていましたが、
いざ男の子が生まれる
となって『空』一文字
では淋しいな…という
ことに。そこで『大空』
で“そら”と読ませるこ
とにし、画数を見たら
良かったので、これに
決めました。

国民健康保険税

村 県 民 税

納期は７月１日です

第３期

第１期

今月の納期は

いつも明るく華やか
な人生を歩んでほしい
と思い「はな」と名付
けました。字は画数を
見てあて字ですが「初
菜」と付けました。

お
詫
び
と
訂
正

「
広
報
か
た
し
な
」
五
月
号
の

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
欄
中
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の

と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

（
誤
）三
浦
辰
也

女

悠
乃
土
出

（
正
）三
浦
辰
也

女

悠
乃
幡
谷

は
る

の

は
る

の


